










A Study on the Reader’s Self-dialogue in Literary Reading
─　A clue to the process of self-dialogue of Ryunosuke Akutagawa “Rashoumon”　─
Yuji Takeda
Abstract: In this paper, I consider the self-dialogue of the reader in the literary reading. First, 
I overviewed theory “The Dialogical self” by H. Hermans. It revealed a process of self-dialogue 
of the reader as a clue that. Second, using a Ryunosuke Akutagawa “Rashoumon”, it was 
considered a model of self-dialogue of the reader. As a result, along with the reveal the process 
of reading of being based on multiple of the readers of self, it was able to reveal the value of 
as a teaching tool of Ryunosuke Akutagawa “Rashoumon”. The literature there is a function to 
activate the self-dialogue, the reader is thereby obtain a new noticed.



































































































































文章の〈対話喚起性〉が示されており ( 丹藤 (2001)，













































マンスらによって1993年に刊行された The Dialogical 
Self のなかで展開された論であり，2006年に溝上ら
によって訳書『対話的自己―デカルト / ジェームズ
/ ミードを超えて』として出版され，溝上 (2008) 等で
既に検討がなされている。この「対話的自己」論は，





する。I ポジションとは図１( 溝上，2008，p114) に黒
























る力ではなく (Hermans & Kempen, 2006, p130)，Self
は自己を全体として積極的に総合しようと指向するメ
タ的ポジションのことをあらわしている。しかし様々
な I ポジションはその総合に抵抗し，Self 自体も他の
Iポジションとの対話の中で支配されてしまうような，































ら「内部ポジション」へと「移動」している ( 内部化 )」
「もしくは青年が彼ら自身の先入観を表現・具現化さ
せるという形で，物語や芸術作品に新たな特徴を創り






























化 / 寄り添う場合，登場人物という I ポジションに身
を置くこととなる。登場人物というIポジションは「外
部ポジション」に位置づくと言える。そのポジション
はそれぞれ「声 (voice)」を持つ。一方，「( 登場人物 )
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